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　　　　　 水 田 雑草 コ ナ ギ （Monoch ・ r 量a　 vaginalis ）の 生 態 的研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　 金 森 明 美 ・ 清 水 正 治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （名古屋 大学農学部 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 言

　最近農薬の 薬害が 社会 的な 問題 とな る IC従い ，除草剤の 使用 に つ い て も再検討が な され ，雑草の 生 物的

防除が 注 目され て きて い る．そ こ で
， そ の 一 つ の 足掻 りと して

， 水田 雑草 コ ナ ギ （Mon ・ ehorta 　vaginalis ）

と水稲 ， その 他の 雑草と の競争 に つ い て
，

一連の 実験 を行 っ て い る．な お実験 は継続中で あ るが
，

コ ナ ギ

群落が 他 の 植物に 及 ぼ す影響や 生育特性な ど，主 に 生態 的な面に つ い て 報告 をす る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 材 料 と 方 法

〔1〕 1976年 5 月 27日 に ，各種雑草の 種子が混入 した 水田土 壌を本学構 内よ り採取 し ，
400nx7eon の バ

ソ

トに 6・onの 厚 さ に 入れ ， 水
’ec　4　on の 冠 水状態に 置い た ．実験 区 と し て

， 発芽 し た コ ナ ギ を除去す る処理区

と ， 除去 し な い 対照区 とを
，

それ ぞれ 3 反 復設置 し た ．各 バ
ッ ト と も実験開始後 5 日 目か ら コ ナ ギが発生

し
， 処理 区 で は そ の 後約 1 ケ 月間 コ ナ ギ の 除去 を続け

，
そ の 後 は放置 し た ．

　調査項 目は
， 各区 500n× 400n当 りの 雑草の 種類 ・個体数 ・乾物重 ・草丈 ・分 ゲ ツ 数な どで ，8 月上旬 と

9 月下 旬に測定 した ．

〔2 〕　 7 月 h旬か ら 9 月中旬に か け て ，約 1 週間お きに ，水田 の 正 午の 水温 と気温 を測定 した ，測定 した

水田 は ，
コ ナ ギが密生 し て い る田 （被度 80〜90％ ： コ ナ ギ 区 ），

ウ キ ク サ が 水面を覆 っ て い る田 （被度90

％以 上 ： ウ キ ク サ 区 ）， 及び 雑草 の な い 田 （対照 区 ）の 3 種類で あ る ．

　ま た 9 月 1 日 （快晴 ）に ，
コ ナ ギ区 と対照 区 に お け る水温 と地 温 （地 表下 5cm と 10emi）の 日周変化 を気

温 とと もに 測 定 し た ．

〔3 〕　 ヒ記 と並行 し て ，バ ッ ト内や 水田 で の コ ナ ギ の 生 育状態の 観 察 を行 っ た ．

結 果 と 考 察

1． コ ナギ群落 が 他の 雑草 の 成育 に 及ぽ す 影 響

　各 バ ッ ト に 発生 した 水田雑草 の 種類 ・個体数 ・及 び乾物重 を第 1表に 示 した
， 雑草は コ ナ ギが 優占種 で ，

100c档 り40〜45個体が発 生 し た 他 ，
イ ヌ ビ エ （ケ イ ヌ ビ エ ・タ イ ヌ ビ エ ・イ ヌ ビ エ を さす ），カ ヤ ッ リ

グ サ （タ マ ガ ヤ ツ リが 主体で 一部 ク グガ ヤ ツ リ を含 む ），
ア ブ ノ メ

， キ カ シ グ サ ，
マ ツ バ イ

，
ミ ゾ ハ コ ベ

が 大部分で ，
セ リ ・ア ゼ ク サ ・チ ・ ウ ジ タ デ も少数発生 し た ．個体数に つ い て は

， 処理 区は 対照 区よ り8

月 ・9 月 と も約 800 少 な か っ た が
，

こ れ は 除 草し た コ ナ ギ の 数 に 当た り，従 っ て
， 発生 し た 雑草の 個体数

は両区に 差が な か っ た と ：考え られ る．総乾物重 で は 2 回 と も処理 区 が 対照区 を 上 回 っ て い た ．

　第 2 表 は 各雑 草 1株当 りの 乾物重 を示 し た もの で あ る
，

コ ナ ギ と ミ ゾ ハ コ ベ を 除 い て は ，い ずれ も処 理

区に お い て乾物重 は増加 し ， 特に カ ヤ ツ リ グ サ は
， 処理 区は対照 区の IO倍 〜15倍 の 値を示 した．　 方 ミ ゾ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ー45 一　　　　　　　 日作東海支部研究梗概 78 （1977 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

ハ コ ベ は体が小 さい 植物 で
，

8 月 に は差が 認 め られ な か っ た が ，9 月に は 対照区 で は早 く枯死 し
，
乾物重

は 8 月 よ りか え っ て 減少 し た ．

　水 田 の 重 要雑草 で あ る イ ヌ ビ エ へ の 影響 を調 べ た の が第 3 表で あ る．イ ヌ ビ エ の 乾物重は
，
処理 区 に お

い て 莖 葉 ・根 ・穂 と も約 2 倍の 生 長量 を示 した ．伸長量で は ，地上 部 ・地下 部 と も処理 区が 多少対照区を

．ヒ回 っ た もの の ， 顕著な差で は な か っ た ．こ の こ と よ リコ ナ ギが イ ヌ ビ エ に 与 え る影響 と して は ， 伸長量

よ り ， 分 け つ 数 を 減 じ る こ と に よ っ て ， 個体 の 生長 量 （乾物 重 ）を減 らす の で は な い か と考 え られ る．

　 そ こ で イ ヌ ビ エ と カ ヤ ツ リ グサ に つ い て 分 け つ 数 を調べ た の が 第 4 表で あ る 。イ ヌ ビ エ で は ，対照区 は

処理 区 に対 し て一
株当 り約 3 分の 1 の 分け つ 数 を示 し て お り，ま た 特に カ ヤ ツ リ グサ は 対照 区 に お い て は

全 く分け つ を見 な か っ た 。

　以 上の 実験に よ り ，
コ ナ ギ と他の 雑草 と の 競争の 場に お い て は ，

コ ナ ギは 他の 雑草の 生育を 阻害す る傾

向を持つ こ とが 明 らか で あ り，そ の 影響 の 仕方 は ， イ ヌ ビ エ ・カ ヤ ツ リ グ サ な ど に 対 し て は
， 分 け つ 数の

減少 と し て 現わ れ た ．

Table 　l　　 工nfe5 七ing 　species 　of 　 weeds 　in 　con 七rol

　 　 　 　 and 　treated 　 p ユot 　 wit 二h 　thetr 　number 　and

　 　 　 　 dry 　weigh 七

  一 一一一齟一nゴ…、、i“ 一一

卜10nth 丁 reatment ・・一 ・ NUB ・・
K

黙 ：距 ・ U −

K エ K

羅
NATsg

。♂
エ Z

懸 。・h・ r ・ Tota1

Mumb已 r ア73　　　　　　　　　14　　　　　　　1　5　　　　　　　　　42　　　　　　　　　44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　203　　　　　　　　　21093

Contro1D ．w，（9） ］9 ．7S　　　　　　8 ．07　　　　　0 ．5］　　　　　　0 ．31　　　　　　0 凸68　　　　　　4．30　　　　　　　0 ．31　　　　0 ．3334 ．29

冤 57 ．ア　　　　　23 ．5　　　　　1 、5　　　　　　0 ．9　　　　　　2．0　　　　　12 ．5　　　　　　　0 ．9　　　　　1 ．0100 ，0
Aug ．

トleeding 　 of
霞凵 mber23 　　　　　　　10　　　　　　12　　　　　　　16　　　　　　　19　　　　　　　　　　　　　　　　108　　　　　　　1189

KONAG エ on ］yD
．回 ．（9） O ．05　　　　29 ，42　　　　6 ．68　　　　　0 ．1ア　　　　　0 ．85　　　　12 ，57　　　　　　D，16　　　0．0149 ．92

跖 0 ，1　　　　　58 ．9　　　　13 ．3　　　　　　0 ．3　　　　　　1，7　　　　　25 ．1　　　　　　　D．3　　　　　0 ．G99 ．7

Nu ［1ber950 　　　　　　　　　16　　　　　　　　　7　　　　　　　　　25　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ア　　　　　　　　　ア 1055

Con 七．ro1D ．W ．（9 ） 29　．35　　　　　51　．21　　　　D ，D7　　　　　　0 ．18　　　　　　1　．23　　　　　　4　【6B　　　　　　　O．02　　　　　0 ．04 呂6 ．7ア

％ 33 ．8　　　　　　59　，0　　　　　　0 ．］　　　　　　　0 ．2　　　　　　　1　．4　　　　　　　5　斷耳　　　　　　　　　O．0　　　　　　0．D99 ，9
Sep ．

Ne ∈ ding 　 ofNumber12
　　　　　　14　　　　　　6　　　　　　10　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　134　　　　　10216

KONA6 エ onlyD
，w ．（9） O ．21　　　　92 ．79　　　　0 ．62　　　　　1 ．16　　　　　2 ．ア1　　　　　4．4ア　　　　　　0．29　　　　0 ．03102 ．29

％ 0 ．2　　　　　　90　．7　　　　　　0 ．6　　　　　　　1　．1　　　　　　　2　，7　　　　　　　4　斷4　　　　　　　　　D．3　　　　　　0　．01DO ．0

Table 　2　　 Effect 　of 　KONAG 工　七〇 　dry 　 weigh 七　per 　plan 七 　〇 f　other 　 weeds

Month KONAG 工 INUB 工EKAY
孔 Tsu

　 R 工 GUSAABUMO
垣EK

：KASH 工

　　 　GUSAM

工 ZOHA

　　 　KOBE

Aug ．
ControlTreatment0 ．0260
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，942O
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、557o

，OD7D
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．GO15
’

O，0014
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丁reatme 冖t0

，0310

，D183

。2006

．628O

．0100

．104O

．0070

，1160

．03 ア

0 ．0900

．OOO90
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　こ の 影 響 は
，

コ ナ ギが水田 の 雜草群落 に お い て 優 占種 と r4る場合に よ り顕著 で あ ろ う．コ ナ ギ の 種子生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

産数 に つ い て は ， 1株当 り2848粒 と い う報告が φり，筆者の 調査 に よ っ て も， 1 さ く果中約 120粒 ，
1 株

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）

当 り2760粒 と い う値に な っ た ．また コ ナ ギ の 発生期間が 5 月か ら 8月上 旬ま で の 長期 に わ た る こ とか ら も ，

．」 ナ ギが い っ た ん水田に侵入 す る と，そ の 雑草群落の 優 占種 とな り易 い 性質 を持 っ て い る と考 え られ る．

　従 っ て ，
コ ナギを他の 雑草の 生物 的防除に 利用す る可能性 も示 され るが

，
コ ナ ギは他 の 雑草 に 比 し て 植

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L）

物体の 窒素含量が 大 きい の で
，

こ の 点水稲 に 対す る影響 に つ い て も十 分考慮 を要す る ．特に
，
種 々 の 窒素

，

施肥量 ドに お け る コ ナ ギ と水稲 ，他 の 雑草 との 競争 の 様相に つ い て
， 検討 し て い く必要が あ ろ う．

2． コ ナ ギ群 落 が水 田 の 水温 ・地温 に及 ぼ す 影 響

　 7 月上旬よ り 9 月中旬に か け て の 正午の 水温 の 推移は第 1図に示 した通 りで あ っ た ． 7 月〜 8月上旬で

は ，
コ ナ ギ の 生 長は十分で な く，そ の 被覆 に よ る水温の 低下は顕著 で なか っ たが ， 上位葉が展開す る に 従

っ て 水田 の 被覆度は大 き くな り，
8 月下 旬一一　9 月 に は ，対照区 に 比 べ て 約 5 ℃水温 が 低下 し た ．こ の 低下

度は ，
ウ キ ク サ が 水面 に 密生 した 区 で の 低下度 が 約 3 ℃ で あ っ た の に 対 し

，
よ り大 きか っ た ．

　また コ ナ ギ区 と対照区 で の 水温 と地温 の 日周変化 をみ た の が第 2 図で あ る．気温の 上 昇に伴 っ て ，水ma　・

地温 も上 昇 し て い っ た が ，対照区に 比べ て コ ナ ギ区で は ヒ昇の 程度が小 さ く，12時か ら 16時に か け て は ，

コ ナ ギ区は対照 区よ り水温 ・地温 と も 5 〜 7℃ の 低下 を示 した ．また コ ナ ギ区 で は地表下 50n と10emで の

Table 　3　　 Effect 　of 　KONAG 工　to 　growth 　of 　工NUB 工E

Dry　 Weight 　 （9） Length　 （cm）

Culm　 and
　　　　　　　　　Root　 　　 Ear
　 Leaf

τota1Plan
七

　　　　　　　　　Root
　　Height

Tota1

1ControlTreatment

　　　　個

　 1，78　 　 1．00　 　 0．42

　 3．92　 　 L88 　 　 0．83

（22 〔｝．2）　（188，0｝　〔197．6＞

　 3，20

　6．63

（207．2）

　 59．3　 　 36．5

　 68．3　 　 40．5

（115．2｝（111．0）

　 95，8108

．8

（113，6）

TabZe 　4　　 Effect 　of 　KONAG エ　七〇　七he　tUler 　number

　 　 　 　 　 of 　INUB 工E 　and 　KAYATSUR 工GUSA

INUBIE KAYATSURIGUSA

Month
Nu
蠕 ，3f　 Nu

鼎 t
° f
　 ・ean

★
Nu
鼎 ，3f　

Nu
鼎 t

° f
　 ・…

Aug ．
Control

Tpea 掘 ent

17　　　　　　 14　　　　　　 1 ．2

44　　　　　　 10　　　　　　 4 ．4

0　　　　　　 15　　　　　　 0．0

33　　　　　　 12　　　　　　 2．8

Sep ．
Control

Treatment

29 　　　　　　 16　　　　　　　1．8

75　　　　　　 14　　　　　　 5 ．4

0　　　　　　　 7　　　　　　 0 ．0

1　　　　　　　 6　　　　　　 0 、2

＊ Number 。 f　 Ti，11e ド ／ Number 　 of 　 Plant
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地温 に 大差 は 認 め られ な か っ た ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4） 5） 6 ）

　地 温 の 低下が水稲 の 生育及 び収量 に 及 ぼ す影響に つ い て は
， 竹島の 研究な ど多数 あ るが ， こ れ らの 影響

は 地方に よ り， ま た 水 田 の 条件や 稲の 生 育 と の 関係 な ど に よ り異 な っ て くる で あ ろ う．こ の 点は 今後 の 検

討課題で あ ろ う．

5． コ ナ ギの 生育 に 関す る観 察

（1） コ ナギ の 種子が 成熟 して い く過程 で
， 莖に興味あ る変化が 観察 され た ． コ ナ ギは 8 月一一・10月 に 莖の

上 部に 紫色の 花を 上 向 きに つ け る．そ し て 受精 ・結実に 伴 っ て 花柄が 伸長 し
，

さ く果 は下 向 きに な り，そ

の 後種子 が 成熟す る に 従い ，除々 に 莖 は下垂す る ．そ の た め さ く果は 上壌表面に埋 ま り （第 3 図参照 ），

完熟種子 は果皮が裂 け る こ と に よ っ て地 中に散布され る結果とな る．

　こ の 習性は ， 種子 を無駄 な く散布 し ， 増殖上有利 で あ る と考 え られ る が ， 莖が 下垂す る原因 に つ い て
，

莖 の パ ラ フ ィ ン 切片 を作成 し て ，目下顕微鏡観察中 で あ る ．

（2 ） 水深 に よ っ て コ ナ ギ の 葉身の 形が 変化す る と い う現

象が 見 られ た （第 4 図参照 ）．水深 が 6 〜 7 翩 の 場合 ， 2

−− 3em の 場合に 比 べ 葉身 の 巾は狭 く な っ た ．こ の 現象は 特

に 上 位葉 に 顕著 で あ っ た ．葉形の 変化 と葉 の 内部構造の 変

化 ， 葉形 の 変化 と水深 の 関係に つ い て な ど
， 現在追 試験 を

行 っ て い るが ， 水深 の 調節に よ る コ ナギ の 被覆面積 の 制御

も考 え られ ， 興 味あ る問題 で あ ろ う．
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　以上 の よ うに 雑草の 生 物的防除 に 関 し て は
，
個 々 の 雑草

の 生 態的特性 を把握 し ， それ を雑草防除に ど の よ うに 利用

し て い くか が 問題 と な る が
， 単 に 雑草をすべ て 駆除す る と

い う方向だ け で な く ，

あ る雑草 に よ り他 の

雑草を 防除す る と い

う可能性 も追求 し て

しか るべ きで あ ろ う

し
， ま た 生物 的防除

と化学 的防除 との 併

用 な ど の 点 も考慮 す

べ き問題 で あ ろ う．
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Fig ．3 　 Change 。 f　 curvature 。 f　 stem 　 at 　 　 　 　 Fig ・4
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